
会議の名称 第４回 鳥海地域協議会

開催日時 平成２２年２月８日（月） 午後１時３０分～

由利本荘市鳥海総合支所 講堂開催場所

出席者氏名 地域協議会 名簿のとおり

〃欠席者氏名

（会議次第）

１．開 会 ）（振興課長

２．会 長 挨 拶 （会 長）

議事進行：会 長３．協 議

・地域づくり推進事業について

４．そ の 他

閉 会５．

会議の経過 別紙のとおり



◆地域協議会 名簿

本庁及び鳥海総合支所（委員２０名）

区 分 氏 名 区 分 氏 名

地域協議会委員 佐藤 久幸 【市議会議員】 佐藤 譲司

地域協議会委員 佐藤 重一 高橋 和子

地域協議会委員 眞坂 孝衛 【本庁】

地域協議会委員 柴田 恭一 理 事 猿田 正好

地域協議会委員 佐藤 勝藏

地域協議会委員 佐藤 敬助 【鳥海総合支所】

地域協議会委員 佐藤 一太郎 鳥海総合支所長 鈴木 一

地域協議会委員 鈴木 充 振興課長 清水 孝

地域協議会委員 主幹兼産業課長 佐藤 富栄周防 彦宗

地域協議会委員 佐藤 明美 主幹兼建設課長 佐藤 傳一

地域協議会委員 三浦 俊雄 市民課長 佐藤 要子

地域協議会委員 松田 訓 福祉保健課長 佐藤 恵一

地域協議会委員 池田 由身 教育学習課長 佐藤 覚栄

地域協議会委員 佐藤 貴子 鳥海水道事務所長 小松 辰正

地域協議会委員 高橋 美幸 鳥寿苑施設長 佐藤 秀孝

地域協議会委員 三森 宏美 鳥海診療所事務長 村上 一弥

地域協議会委員 高橋 馨

地域協議会委員 鈴木 誠 【事 務 局】

地域協議会委員 眞坂 好喜 振 興 課 池田 清太

地域協議会委員 藤山 信夫 佐藤 宏

伊藤 健



（会議の経過）

第４回 鳥海地域協議会

平成２２年 ２ 月 ８ 日 （月） 午後１時３０分 開会

振興課長 【１．開 会】

お忙しいところ、ご参会いただきましてありがとうございます。

定刻になりました。ただ今より、第４回鳥海地域協議会を開会します。

本日の資料は第３回地域協議会の資料を使用いたします。また、本日お配りいた

しました一覧表が本日の協議会の資料でございます。

【２．会 長 挨 拶】振興課長

はじめに松田会長より挨拶を申し上げます。

会 長 先般の１月２６日の会議の際に改めて相談しようという日が今日でございます。

色々とお忙しい中出席していただきましてありがとうございました。問題は今日、

だいたいの方向付けはしたいなと思っており、いろんな形でまとまる方向を色々考

えていただきたいと思います。よろしくお願いします。

振興課長 本来であれば猿田理事より挨拶をいただくところですが、本日、所用により欠

席です。

【４．協 議】

振興課長 さっそくではありますが協議にはいらせていただきます。

協議の議長は、地域自治区の設置に関する条例第９条第４項の規定により 会長

が務めます。

会 長 さっそく、地域づくり推進事業について話し合いをするわけでございますが、そ

の前に色々と提案していただきました案件の中から辞退するという申出もありまし

たので、Ａ委員お願いします。

Ａ委員 この前の会議の時に、私なりに色々と考え方をお話しし、そして１１月２６日は

提案をさせていただきましたけども、私の出した提案書についてはもうスタートし

ております。いろんな考えで同じテーブルに出しましたけども、これは一旦取下げ

をしてもらって、これからスタートする皆さんが、思い思いの発想で協議していた

、 、 、だいて スタートした時点で私達も入れていただいて 既にスタートしているのに

まだスタートしていない皆さんと同じテーブルで話し合うのはまずいなと思いまし

て、とりあえず取下げさせていただきました。取下げしたのは全部辞めるとかでな

くて、その提案書をよせていただいて、そして皆さんが自由な発想で話し合って、

そしてスタートしていただき、そしてその時点で私も必要なときは一緒に協議に入

らせてもらうし、一緒にやりたいと思います。よろしくお願いします。

会 長 ただいまＡ委員から申出がありましたけども、私の方で復唱いたしませんがそう

いった事情で取り下げたということです。イベントの先駆者ですので協力はしても

らうと思いますのでその時はよろしくお願いします。

早速この、地域づくり推進事業の要望一覧をまとめていただきましたので簡単に

事務局の方から説明をお願いします。

振興課主査 皆様から提案されました９つの案（Ａ委員の案は削除しています ）に、産業課よ。

り提案されました４つの案を簡潔にまとめ、また、一枚でイベントと研修事業のよ



うに２つの要望がある提案はそれぞれ分類してまとめております。

例えば （１）Ｂ委員から提出されました提案書ですが、対象番号４「鳥海山麓

・法体の滝詣でと獅子舞・番楽祭り」と研修事業の人材育成とし

て対象番号１６「伝統芸能保存事業」として分類しています。

（２）続きましてＣ委員、Ｄ委員から提出されました「三船敏郎フォー

ラム」も対象番号５のイベントの生涯学習とその他の交流事業対

象番号１２「三船敏郎遺品展示場改装事業」として分類していま

す。

（３）Ｅ委員から提出の「自然の魅力・法体の滝」もその他の観光とし

て対象番号８「テレビＣＭ等の制作」と対象番号９「郷土料理コ

ンテスト」に分類し掲載しております。

９つの提案でありましたが、このようなことから、委員の皆様の提案は１２、産

業課分４つを合わせ１６の提案となっています。

会 長 ありがとうございました。従ってこの一覧からは先ほどのＡ委員の提案はカット

しております。この１６項目に整理していただいてありがとうございました。これ

につきまして全部やるわけにはいかないと思います。その辺の所を皆様方からこう

いう方向でやったらいいのではということで、自由に思いを意見として出していた

だきたいと思います。

Ｆ委員 １６もありますので、３００万と決まっているような話でしたので、やはり予算

の範囲内でやっていくしかないと思いますので、これを少しまとめれば一本化出来

るものは一本化していければ加味しているものも結構あるのではないかなと思いま

す。イベント関係でもその他関係でもまとめていけば、３００万にまとまると思い

ますが、これをまとめるのは至難の業でないかなと思います。今日の話を参考にし

ながら事務局の方でまとめた上でもう一回会議に出す必要があるのではないかと思

。 、います 必ずしも委員会でやったというより鳥海の市民の方々と動いているかとか

市民の意見も反映していかなければいけないと思うし、そのための地域づくりの予

算でないかなと思いますのでその辺を考慮しながら進めていかなければ、住民不在

ではうまくないのかなと思いますので、その意味合いも加味しながら進めていった

方が良いのではないかと思います。

会 長 いわゆる委員会的な一つの会議で、そこでまとめて提案をするということです。

ただいま、Ｆ委員が言われたのは一覧の１２番と５番はある意味ではまとめていけ

るのではということです。

Ｆ委員 流れとして年間行事の予定表に組んでいけば自然とできるのではないかと思って

です。なくなるものもあると思いますけども一番良かったのはこの間、Ａ委員も話



していたようにここに出たものは素晴らしいものでないかなと委員として思ってお

ります。

会 長 根本的にいえば、まとめるに良いものをまとめてこれをやる、これはやめるとい

うことをなくして、せっかく出したのだから何かの形でまとめてできないかなとい

うこと・・・

Ｆ委員 一つ柱を立てて入っていれば良いのでないかなということです。

会 長 他の旧町の話し合いの中では、だいたい６つ７つの事業を計画してやる方向で検

討されているようです。もう一つはこの特徴的なものは８月行事が非常に多いとい

うことで、私も毎年獅子まつりを継続しているのですけども、予算の範囲内でやる

しかないなということで出してませんけども、それに関連している案が結構あるな

と思います。

Ｂ委員 １６の項目をまとめるのも至難の業だと思います。この間、猿田理事もお話され

ましたけども、Ｆ委員からもお話しされましたが、やはりまとめ上げていただいた

ものをさらに検討していければ良かったのかなと思います。今日はざっくばらんな

意見を出していただいて、そしてそれをまとめていければ良いかと思います。

この１６の提案を全てとはいいませんが、６割方地域で誇れる伝統的な芸能。ま

た後世に伝えていかなければならないというような提案がかなり多くの方からの提

。 、案に含まれていると思います この中で実際やれるのは限られると思いますけども

今提案して、もし８月にやるとなるとはたしてそれが十分にやれるのかなと、あま

り急がなくても良いような気がするんですよ。いずれそういう機会を頂いたし、皆

で提案をしながら皆でやれる体制が重要なポイントではないかと思います。やった

からそれで終わりでなくして、やはりやるという方向の見いだし方を検討できると

嬉しいし有難いと思います。

絞り込んでいく方法としては何に絞り込んでいきたいかという協議委員の皆さん

の考えを出していただいて、私は伝統芸能を後世に伝えるためには、まずその部分

について力を出していきたいだとか、具体的な思いをそれぞれの委員の皆さんから

出していただいて、それを参考にしてひとまとめにして４つ５つぐらいに絞ったら

いかがなものでしょうか。

会 長 せっかくですから順番に思っていることを話してください。

Ｃ委員 産業課さんから出されている提案書を見ますと、私達の認識であれば必ず、町の

行事として行われていたものではないかと思うんですけども、その部分に関しては

全く事業費を削ったりもしくはボツにという発想は抱いてはいけないのではないか

なと思うんですけども、そうであればやはり、この産業課から出していただいた新



緑まつりであれ、法体の滝の紅葉まつりであれ、その絶対的な行事に皆さんの案を

いくらかずつ抱き合わせといいますか、盛り込んでいただけるような形で行くべき

かなと思いました。

Ｇ委員 振興課の方で分類１でイベント・その他・研修事業と分けていただきまして、こ

れを全部やるとすればイベントでは６月の新緑まつり、８月１６日の獅子まつり、

１０月の紅葉まつりとありまして、この中で全部はできなきかと思いますけども、

６月８月１０月と割り振って盛り込んでいけばまんべんなくできるのではないかと

思います。また、通年を通してやらなければいけないもの、ＣＭだとか看板だとか

クリーンナップとかそういうのに関しては通年を通して１回やればできると思うの

で、イベントをこのように分けていただきましたので、８月１０月の人がたくさん

集まる時にイベントの中に盛り込んでもらえればやりやすいのではないかと思いま

す。

Ｈ委員 先ほどからお話がありますとおり、共通するところがございますので、私の考え

ではこれを１年でいっぺんにやるというのはできることではないと思いますし、や

はり似通ったイベントはありますのでそれをプラスして、そしてこれをいっぺんに

やらなくても来年度等に見送らせて、皆さんが一生懸命考えてきたことですので今

年はこれをやって、来年はこれをやってというような年度年度でわけて、また来年

は再度協議をしてというようなやり方の方が良いと思います。

会 長 ２年３年計画というような形ですね。次の方。

Ｉ委員 自分としてはこのイベントをやるにあたって何が基本にあるかということに重点

を置かないとやっていけないと思います。１つは県外からお客さんをたくさん呼ん

で地場産のものを提供していくのか、もう１つはこの地域住民がただ、面白かった

な楽しかったなで終わらせるのかということからスタートだと思います。そのため

には自分としては他県からお客さんをたくさん呼んで山菜でも岩魚でもキノコもあ

りますから、そこに付加価値を付けて販売できるイベントであれば良いなと思って

おります。本当に自分たちがカラオケでもやって、飲んで食ってというのではつま

らないなと思っております。皆さんで意見を出して揉んでいけば自ずとことは進む

のではないかと考えております。

Ｊ委員 この間の会議の後、町内の若い方７、８人で飲みながら話をしていたのですが、

良い案が出ても、予算のぶんどり合戦みたいな感じになってしまって、まとまらな

いんじゃないかと、こういう話をされたんです。良い案が出ても、３つ４つに絞っ

ても、この事業で行きましょうと判定するのは誰がやるのか、という話が出てきま

した。私の考えでは３つぐらいに案を絞って、住民にアンケートをすればいいのか

考えております。



Ｋ委員 私は８月１６日の獅子まつりには参加しているんですけども、全体的にこういっ

たイベントのグレードアップをした方が良いと思います。ふるさとの観光をしたり

食事をしたり全部一度にはできないのでコースを２つくらいに分けて１日一杯来て

獅子舞見てとなると疲れてしまうと思うので、観光と昼食の２つくらいをコースに

して最後に一緒になるというような形で今までの獅子まつりをグレードアップして

いった方が良いのではないかと私なりには考えておりました。

Ｌ委員 １番から１６番の提案書の中でどれをリストアップしていくかというような話で

ありましたが、私が思っていることは数あるイベントで、例えば１日或いは一晩で

本当の意味の地域づくり推進事業ができるのかということです。そういったものも

必要かと思いますが、通年性を持ったものとか或いは２本立て３本立てに絞ってい

ったらどうでしょうかとういことです。

Ｍ委員 私は２回ほど欠席をして内容がよく分かっていないのですが、先ほどの皆さんの

意見を聞くと１年区切りに交換してやったら良いんじゃないかとありましたが、こ

の先ずっと継続して予算はつくのですか。そこら辺から検討していくべきではない

かと思います。今年１年の短期間での事業であればいくら良いイベントをやったと

しても継続性がないし、ＰＲもできないし、続かない状態になると思います。それ

で、これからずっとこの予算が続くのであれば、ＰＲしてこの先ずっと継続してる

ものでなければ、１年切りだと去年やって良かったから今年も行こうかなといった

場合次の年になってから別のものになってたと、これでは予算をつけてもらっても

無駄になるんではないかなと思います。もしできるのであればこれから継続してい

ける方向を進めていった方が良いのではないかと思います。それでここに１６件も

の案がありますけども、２つなり３つなりにまとめる方法もあるみたいですので大

きく予算を組んでその中でやっていくことが一番良い方法でないかと私は思いま

す。

会 長 今の継続性の問題については振興課長さんの方からお願いします。

振興課長 これは市長の目玉事業となっております。ですので市長の任期がもう３年残って

おりますので、もう３年は続くと思います。

会 長 これをやってみて、良かったものだとすればもっと予算をつけるといっておりま

したので、結果によって決まるということです。

Ｎ委員 この一覧表はそれぞれ振り分けており良かったなと思います。というのはその中

でイベント・その他・伝統的な文化色々あがっているんですけども色々ある中で概

ね３つに仕分されてくるのではないかなと思うわけです。Ｉ委員もおっしゃってお

りましたが、地域内でやった良かったで終わるのか、それとも地域外から誘客した

り、どこに軸をおくのかというところで視点が変わって来るのではないでしょうか



というそんな思いもしております。地域外から誘客するという観点からは看板も必

要かと思います。

Ｏ委員 イベントの話がありましたけども今現在我が地域で行っているイベントがござい

ますが、このイベントにこのお金をかけてうまくいくのか行かないのかという感じ

があります。この予算を使うことによって今までの予算が削られていくのではない

かという不安もありまして、イベントでは今現在やっているイベントをそのまま継

続してやっていけるように、また提案書にもありますけども、みちのくマドロスカ

ラオケ大会などは今ある新緑まつり等に組み込んでいただくというようなそういう

方法でできるのではないかなという感じがいたします。ただ、冬の行事には大きい

ものがないので、この中から新たに取り入れるような方法をやれればなというよう

な感じはします。また、私は直根小学校の郷土資料館ということで提案させていた

だきましたけども、これにつきましては前回も申し上げましたが、小学校がなくな

ってしまうというような状況にもなってきておりますが、まだ直根小学校は立派な

ものですので取り壊ししたりするよりも色々な伝統行事がございますので、それを

展示するスペースを若干でも作っておいて、何年か後には他地域の人も見学できる

ような感じになれればなという考えから提案させていただいたものですので、よろ

しくお願いします。

Ｐ委員 皆さんが実現に結びつけたいという気持ちは変わらないと思います。例えば、Ｏ

委員の言った部分にも重なりますが、今まで行っていたイベントの上乗せ、これ以

上上乗せをしてもどうするのかなと言うことがないわけでもありません。行ってみ

なければわかりませんがこれには疑問を感じておりました。新しいイベントも交互

にやっていくわけにもいかないと思うので、継続性を持ってやっていった方が良い

と思われます。また、委員２０人それぞれで考えて、多数決で決めるのも良いので

はないかと思います。多数決は１人の委員が４つ５つの案を決めてやっていくと絞

られるのではないかと言うことです。

会 長 皆さんからいろいろと話を聞きましたが、提案している方で、自分の提案以外の

提案で良いなと感じているものがありましたらご意見を賜りたいと思います。

Ｂ委員 私は直根小学校郷土資料館という提案がいいと思いました。やはり伝統芸能は大

切にしていかなければいけないと思いますし、合併してなお誇れるものとしては自

然の他にこの伝統芸能ではないかと思います。今は観光と言われておりますけども

手つかずの自然の中で、伝統の幻想的な獅子舞番楽等々の見れる機会がないという

ことで、観光と併せた実演のできる教室があるのはすばらしいことではないかと思

います。月に１回は見れるとなれば観光等にも活かしていけるのではないかと思い

ます。

会 長 直根小学校を産業文化施設にしたら良いのではという応援演説ありがとうござい



ました。どなたでもよろしいのでお願いします。

Ｆ委員 教育学習課長さんへ聞きたいのですけども今の話で直根公民館や笹子小学校も解

体するというような話はないのですか。

教育学習課 今のＦ委員のご質問ですけども、笹子小学校と川内小学校は統合後に予算の関係

長 もありますけど、解体の方向で現在話は進んでおります。直根小学校は建築昭和５

６年以降の建物でございまして、解体については今のところ考えておりません。

Ｆ委員 笹子中学校はどうなんですか。

教育学習課 中学校においてもあのままで、今現在も生涯学習センターということで活用され

、 、長 ておりますので 鳥海地域の方々で何らかの方法で活用していければと思いますが

方向性は決まっておりません。

Ｆ委員 何故この話をしたかというのは、Ｂ委員の話とかぶるかもしれませんが、旧笹子

中学校には某先生が寄贈した６０００冊位の本があるはずです。先ほどの話から一

箇所にそういったものも含めて集めたらいいのかなと思います。

会 長 全てを一つにまとめるには難しいのではないかと思いますが、これから検討して

頂きたいと思います。

Ｈ委員 今まで行っていた新緑まつり、鳥海山麓・法体の滝詣でと獅子舞・番楽祭り、鳥

海高原秋祭りは通年やってきたものですが、これは今度地域づくり推進事業の中で

やるというような形で提案したのでしょうか。

産業課長 このイベントにつきましては毎年先細りの一途ををたどっております。私どもは

春夏秋冬イベントを担当させて頂いております。ですから、今までの事業をもうち

ょっと考えていきたいということで提案をさせて頂いたわけでございます。また、

春夏秋冬を通して先ほどＬ委員も申し上げましたように通年性がないととぎれてし

まう。こういった事業にも一つ何かぶつけていただきたいというようなことが事実

であります。そういったことで、他の事業を取り入れるものがあれば取り入れてい

きたいと思います。

Ｈ委員 説明ありがとうございました。これは皆さんも楽しみにしている行事ですので、

通年性をもってやっていかなければならないものだし、最優先していかなければ行

けないものだと私も思います。やはり１発勝負ではうまくない。ある程度継続性を

持たないといけないとは思いますが、全てを何十年とやっていくのは不可能だと思

います。最初は行政の協力を得ないと行けないと思いますが、数年後には行政の力

を借りなくてもやっていけるようにしなければ行けないと思います。



会 長 課長の意見は通年性をもって冬の行事も取り入れたいという発言があったわけで

ありますけども、時期的な配慮も検討していかなければ行けないなと思ったわけで

あります。他にありませんか。

Ｏ委員 案内看板とかは市の予算では厳しいからこの様なものでやらなければならないの

かなという感じはしましたが、市の予算でやれないとしてもこれは早めにやらなけ

ればいけないのではという感じはします。

産業課長 実は自分で模渕方面から走ってみたところ、看板というのは非常に連立している

という状況で何処にどういうふうに立てればいいのか迷いました。個人の敷地であ

、 。ったり 歩道であったりとなかなか難しいのではないかなという感じを受けました

観光部門ではこういったことは考えておりません。ですから、この場で徹底的に精

査して進めていきたいと思っております。

会 長 他にありませんか。

Ｍ委員 今までいろんな意見が出ましたけども、全体的に見ても冬のイベント等がないも

のですから、道の駅を大きく作って頂いたわけですから、そこを盛り上げるために

冬のイベントとしてやっていって、笹子でも様々なイベントをやっておりますが、

それを一つの場所でやっていけば助かるなと思います。

会 長 ありがとうございました。道の駅をもっと活用するということで取り組みたいと

いうことです。

みなさんの意見を聞いていると１６項目を個々にというのではなくて、それぞれ

を寄せ集めて整理する必要があるのではないか。もしかしたら、提案されたものを

なるべく活かすような方法を加えながらまとめていければということだと思いま

す。もう一つは今年１年ではうまくない、来年再来年と続いて定着していくような

ものであればということ。そして、この先２０人でまた話し合うのもなかなか厳し

いなと思いますので、この先の話し合いをどう持っていくか決めて頂きたいと思い

ます。

振興課長 他の地域協議会の方々にお話を聞きましてもなかなか決まらないものですから専

門部会ですとか幹事会等を設置してやっている地域協議会もありますし、会長副会

長へ一任してやっているところもあります。あと、投票をやっているところもあり

ました。

会 長 他の例はそういうことでありますけども、会長副会長へ任されるのも大変であり

ますので、それも含めてなにかありませんか。

今日は時間の都合もありますので、違った形で会を開いて何人か選んで貰ってや



っていっても良いのではないかと私は思います。意見がないようですので課長さん

からも言われたとおり、専門部会等を開いて何人か委員の方を選んでやっていって

も良いでしょうか。

委 員 異議なし

Ｆ委員 人選は会長の一任で良いかと思います。

会 長 人選は提案書を出していない方の中で、川内・直根・笹子から２人ずつ選んでい

きたいと思います。

協 議

会 長 皆様から協議して頂いて、川内は私とＬ委員、直根は副会長とＪ委員、笹子はＭ

委員とＮ委員ということで決まりましたので、公平に頑張りますのでよろしくお願

いします。この後何回か集まりまして、３月の下旬に第５回地域協議会を予定して

おります。このときに懇親会もやりますから、満場一致で挙げたいなと思います。

この地域づくり推進事業の件はこれで終わりますが、次回の会につきまして、笹子

公民館でやってはいかがなものかと考えております。というのは、笹子公民館が新

しくできましたので、そこでやってみてはいかがでしょうか。

委 員 賛 成

会 長 賛成ということで、予定は３月の２６日になります。以上で地域づくり推進事業

を閉じます。

振興課長 これをもちまして第４回鳥海地域協議会を終了します。




